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地域支援だより 
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 ８月３日（火）、秋田職業能力開発短期大学校で、大館市教育委員会との共催による第１回及び第

２回スマイルサポートセミナーを開催しました。近隣の保育所、小・中学校、高等学校などから多数

御参加いただきました。研修内容や参加者の感想を紹介します。 

【 第１回スマイルサポートセミナー 】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『読み書き困難のある児童生徒の早期発見・早期対応に向けて』 

国際教養大学 助教 橋本 洋輔 氏 

 

本講座では、文字の認知体験を交えながら発達性ディスレクシ 

アの子どもに対する理解や支援について学びました。読み書きだ 

けに依存しない学習活動の方策や二次障害に陥らない方策を教え 

ていただきました。 

 【良いサイクルにつなげるために】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発達障害のある子どもへの支援遅に当たって、まずは精神的なケアが最優先であること、いくつかの

症状が併存や家庭環境や社会状況の問題など、支援が複雑であることが多いこと、本人や周囲が納得し、

動機があるときこそ支援の最善のタイミングであることを学びました。また、支援は、いつからでも、

何度でも、最善を尽くすことができるという言葉をいただきました。 

 

③自分に合った方法を見つ

けるために、いろいろ試す

ことをクラス全員に許し

て支援する。（合理的配慮） 

   

①その子の強みを

見つける。 
 

②望ましい行動を

したらすぐに拾

い上げ指摘し続

ける。 

④一人一人が自分自身

の変化・成長を大事に

し、そこに注意を向け

られるように促す。 

・友達を助けてあげたんだね。 

・このやり方はいいね。工夫

したね。等 



   

地域支援担当【問い合わせ先】 何でもお気軽に御相談ください。                 

比内支援学校 教諭（兼）教育専門監  藤田久美子  

                   特別支援教育ｺｰﾃﾞｨｰﾈｰﾀｰ  加藤 弘子 

              TEL０１８６―５５―２１３１  FAX ０１８６―５５―２１３２ 

 

 

【 第２回スマイルサポートセミナー 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

HINAI ｽﾏｲﾙｻﾎﾟｰﾄ相談会 
大館市内の特別な支援が必要なお子さんに関わっているみなさんを対象に、「HINAI スマイル

サポート相談会」を開催します。次回の開催は次のとおりです。また、相談日に都合が合わない場

合は、訪問しての相談も受け付けています。お気軽に御相談ください。 

 

・場所：比内支援学校  

・内容：障がい理解や対応の仕方、日々の授業づくり、 

教材・教具、個別の指導計画の立て方 

 

 

・申込み：希望日の１週間前までです。下記に御連絡           

をお願いします。御来校をお待ちしており 

ます。 

 

 

 

 

 

『発達障害のある子どもへの相談と保護者対応について ～相談支援の実践から～ 』 

秋田県立医療療育センター 主事 大越 杏沙 氏 

 

本講座は、会場と比内支援学校をリモートで結び、たく                  さ 

さんの先生方が相談支援と保護者対応について学びまし 

た。前半は、発達障害の主な特徴や、学校で見られる事 

例とその対応策について、後半は、先生の豊富な相談指 

導の経験から実践例を紹介して頂きました。 

【 面談のポイント 】 

○上手くいっていることに目を向け肯定的な視点で話す。 

○学校の対応を見える形で分かりやすく、保護者に提示 

する。 

○教師と親が、子どもに対する見方が異なる場合は、全部を伝えずに、優先順位を付けて、絞って

伝える。 

○ホワイトボードやフローチャートを利用して、視覚的な補助をしたり、相談の流れを整理したり

する。また、保護者が同席できない場合は、相談内容をスマートフォンで撮影することで、情報

を共有することができる。また、継続性を持たせるために、次回の見通しや流れを確認する。 

 

【 アンケートから 】 

・特性が強く見られても、上手に対処、工夫していくことの重要性を学んだ。 

・発達障害の程度が環境要因によるものが大きいという側面から、自分の見方を固定せず手立ての

有効性を探っていきたい。 

・「具体的に伝えること」と、「常に良い方法を考え共有すること」を大事にして指導に当たりたい。 

・特性による生きにくさが、周囲にも理解されにくく、困り感が重なっていってしまうリスクがよ

く分かった。そうならないためのサポートを考えていきたい。 

・二次障害や進学、就職も視野に入れて、長い目で育てていくことも大事だと感じた。 

・保護者も色々な不安や悩みを抱えている。保護者の面談でも環境設定が大切であり、話を聞き、 

 分かりやすく伝えることに配慮したい。また、受け止め方でずれが生じることもあるので言葉の

選択は重要と感じた。 

 

 

〈予定日〉 

１２／９（木） 
 

 

 

 

＊保護者の相談にも応じています 


